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Ⅰ 新技術の解説 

 １ 要旨 

閉鎖循環飼育システムは 泡沫分離機や生物濾過槽などの特殊装置により飼育海水を浄化し、再利用する飼育方法で

あり、従来の流水式飼育と比べて、用水や加温コストを削減できることから、トラフグ等の陸上養殖において実証試験が行

われている。ここでは、本県の主要な種苗生産魚種であるヒラメを対象に、閉鎖循環飼育試験を実施し、飼育成績（成長・

生残）と海水使用量を比較した。 

  (1) 流水式飼育を行う流水区と閉鎖循環システム（図 1）を取り入れた循環区を設け、両区 0.5 ㌧水槽 1 面にヒラメ稚魚を

300尾ずつ収容し、平均全長が100mmに到達するまで飼育した（表1）。試験期間中は毎日、水温・ＤＯ・無機態窒素類（ｱ

ﾝﾓﾆｱ態窒素、亜硝酸態窒素、硝酸態窒素）を測定し、15日毎に稚魚を取上げ全長と生残尾数を調査した。  

  (2) 水温、塩分、ＤＯは、試験期間中をとおして両区ともに同様であったが、ｐＨは循環区で 20日目から低下しはじめ、ヒラ

メの摂餌行動が緩慢となる傾向が認められた（表 2）。アルカリ性溶剤によるｐH調整が必要であると考えられた。  

  (3) 循環区では 15日目ごろから無機態窒素類が上昇しはじめ、20日目に最大値となったが、以後は生物濾過槽による窒

素分解が上手く機能し、20mg/㍑前後で推移した（図 2）。なお、流水区については全期間を通して無機態窒素類は検出

されなかった。 

  (4) 試験終了時におけるヒラメ稚魚の平均全長と平均体重は、流水区が 107.8mm、11.0ｇ、循環区が 107.1mm、10.8ｇ、取

上尾数と生残率は、それぞれ、223尾、74.3％、222尾、74.0％で、成長と生残において両区に差はなかった（表 3）。 

  (5)  試験期間全体を通した海水使用量は、流水区の 270 ㌧に対して、循環区では初期注水分 660ℓ、泡沫分離機排水分

80ℓ、水槽清掃排水分 80ℓ、合計 820ℓで、流水区の 0.3％であった（表 4）。以上の試験結果から、閉鎖循環飼育において

は、従来の流水飼育と遜色ない飼育成績が得られ、かつ、海水使用量を 1/100以下に削減できることが分かった。 

 

 ２ 期待される効果 

   ヒラメ種苗生産において生産コストの削減が期待される。 

 

 ３ 適用範囲 

   ヒラメ種苗生産機関 

 

 ４ 普及上の留意点 

(1) 閉鎖循環飼育を長期間継続する場合は、飼育水のｐH 低下が生じることから、炭酸水素ナトリウム等のアルカリ性溶

剤を使用したｐH調整が必要である。 

(2) 閉鎖循環飼育では、外気温が高い夏季間は飼育水温が上昇しやすいため、投入式クーラー等により適正水温まで

冷却する必要がある。 

 



Ⅱ 具体的データ等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ その他 

 １ 執筆者 

  渋谷武久 

 ２ 成果を得た課題名 

  (1) 研究期間 平成 22～27年度 

  (2) 研究課題名 水産生物の種苗性改善に関する研究 

 ３ 主な参考文献・資料 

  平成 26年度水産試験場事業概要書(2014) 


